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国の水利用量 (800億 m:l) と比較しでも著しく大きなものであり、地下水のもつ水資源としての高い潜在
性を明らかにした。また、試算した地下水賦存量と既存のデータベースとを組合せて、地下水盆中の地下水
の水質を加味した未利用水源の分布を明らかとし、本研究が様々な地下水資源の評価に高い適用性を持つこ
とを示した。さらに、地下水盆ごとに算出した渇水指襟から、多くの地域が高い水ストレス化にあることを
確認し、今後の水資源政策にとって地下水資源の再評価が重要であることも示した。
審査の結果の要旨
日本全体を、向ーの基準で、連続的に水文地質構造をモデル化し、比較検討した研究はこれまでなく、日
本の地下水の全体像および地域特性(賦存量、開発量、未利用資源量など)を示した点が、本論文の最大の
成果である。ただし、モデルでは水文地質構造については、 1kmメッシュと言う制約もあり、菅水層や難
透水層(加圧層)などを組み込むことができていないなど、ダウンスケールへの対応なとご今後への課題も残
されているが、日本全域を評価対象とすることができるため、今後の水資源を評価する際の基礎データを提
供できたことは、関連分野で、の今後の研究や施策へ貢献で、きるものと考えられ、学術的にも、社会的にも大
きな意義がある。
以上のように、本論文は学位論文として十分に評価できる。
平成 24年2月9臼、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び学力の確
認を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項、について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判定された。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認めるむ
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